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昨日、会場とロビーで考えたこと	


•  地球と日本列島について最低限知っておいてほしいことを話す。	


•  日本は課題の先進国、解決して後発国に渡す。	

	
  
•  科学技術という単語を使わない。科学と技術、学術と芸術	
  

•  グローバル化と国際化を区別する。	

	

•  エネルギー、資源、環境の課題は経済、政策とつながっている。	
  
　　水の課題を考える。	
  

•  国境の問題もあるが、国土を外国へ売らないことも重要。	

	
  
•  人が観測する宇宙と他の宇宙。	
  



科学　技術　芸術	


•  自然科学は、ひたすら対象を見る。	
  
•  社会科学は、ひたすら対象を考える。	

•  技術は、ひたすら同じものを作ろうとする。あ
るいは、ひたすら同じように毀そうとする。	
  

•  芸術は、ひたすら唯一のものを作ろうとする。	
  
•  これらの間の融合は困難であるが、理解と連
携は可能である。	
  
　　　　　　　　　　　　2013年1月26日　尾池和夫	
  
	




日本と欧米の科学	


•  今、日本では現象論、技術論が勝っている。	
  

•  論証性の科学がヨーロッパに比べて遅れて
いる。	
  

•  科学者の動機、深層心理に触れることが重
要である。	






•  序 
•  季語の生まれた国 
•  太陽と月の役割 
•  地球の今 
•  変動帯と安定大地 
•  日本海の拡大 
•  東日本の巨大地震 
•  日本列島を見る 
•  西南日本の地震活動 
•  地球社会の調和ある共存 



国際高等研究所 
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白川静『漢字―生い立ちとその背景』  
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佐藤、1902（明治35）年	
 矢津、小藤、1889（明治22）年	


地文：地上の文様　気圏、水圏、地形、地理、地質、資源、地震、火山など	
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加藤碩一他『日
本列島‐地学
の旅』より	


ジオ多様性研究会（2010年1月より）	








高等研カンファレンス	
  
国際高等研究所にて	

（平成23年12月6～9日）	
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　きれいな紅葉は、糖
分がたくさん蓄えられ
て、葉緑素が分解さ
れたときにできる。 
　アントシアンニンは
摂氏八度以下になっ
て十分な光りがあると
できる。 
　長持ちするために
は葉が枯れないこと
が必要。 
　立秋のころに日照
時間が長く、立冬のこ
ろになって夜の冷え
込みがきつく、昼は暖
かくて湿気が多い。 
 
京都盆地の気候 
 
活断層性盆地 
 
変動帯の文化 
	




１９７１‐２０００年月別平均気温　敦賀
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１９７１‐２０００年月別降水量　広島
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季語	


古代、農業生活上二季（正月から盆、盆から正月）	

四季は中国から来た新しい区切り	

広く普及するのは平安時代から	

古今和歌集から歌を四季に分類	

四季観は現代にいたるまで基礎的なもの	

中世の連歌、江戸時代の俳句の季語、	

　　　今日の歳時記	

時候、天文、地理、生活、行事、動物、植物などを	

　　　四季に分類したのが季語	

季語の約束を本意といい、	

　　　言葉の持つイメージを決める。	


 



『俳句の精神』　 寺田寅彦	

　日本人は西洋人のように自然と人間とを別々に切り離して
対立させるという言わば物質科学的の態度をとる代わりに、
人間と自然とをいっしょにしてそれを一つの全機的な有機体と
見ようとする傾向を多分にもっているように見える。少し言葉を
変えて言ってみれば、西洋人は自然というものを道具か品物
かのように心えているのに対して、日本人は自然を自分に親
しい兄弟かあるいはむしろ自分のからだの一部のように思っ
ているとも言われる。また別の言い方をすれば西洋人は自然
を征服しようとしているが、従来の日本人は自然に同化し、順
応しようとして来たとも言われなくはない。きわめて卑近の一
例を引いてみれば、庭園の作り方でも一方では幾何学的の設
計図によって草木花卉(そうもくかき)を配列するのに、他方で
は天然の山水の姿を身辺に招致しようとする。 	


日本は季語をもつ国	
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【夏の夜　なつのよ】　夏の宵	

【熱帯夜　ねつたいや】 
【短夜　みじかよ】　明あけ易やすし　明早し　明急ぐ	

【土用　どよう】　土用入　土用太郎　土用次郎　土用三郎　
土用明	

【盛夏　せいか】　夏なつ旺さかん　真夏	

【三伏　さんぷく】　初伏　中伏　末伏	

【暑し　あつし】　暑さ　暑しよ	

【大暑　たいしよ】 
【極暑　ごくしよ】　酷暑　劫暑ごふしよ	

【炎暑　えんしよ】 
【灼く　やく】　熱砂ねつさ　熱風ねつぷう　炎熱　炎もゆ	

【涼し　すずし】　朝涼あさすず　夕涼ゆふすず　晩涼ばんり
やう　夜涼やりやう　涼風りやうふう　涼風すずかぜ 
[角川 合本俳句歳時記 第四版] 



【扇あふぎ】　扇子せんす　白扇はくせん　絵扇　古扇	

【団扇うちは】　白団扇　絵団扇　渋団扇　古団扇　団扇掛	

【扇風機せんぷうき】 
【風鈴ふうりん】　江戸風鈴　南部風鈴　貝風鈴　風鈴売	

【釣忍つりしのぶ】　吊忍　軒忍	

【走馬灯そうまとう】　回り灯籠	

【日傘ひがさ】　ひからかさ　白日傘　絵日傘　パラソル	

【風炉茶ふろちや】　風炉　風炉ふろ点前てまへ　初風炉	

【虫干むしぼし】　虫払　風入　土用干　曝書ばくしよ	

【晒井さらしゐ】　井戸替　井戸浚ゐどさらへ	

【打水うちみづ】　水を打つ　水撒みづまき　撒水車さんすいしや	

【日向水ひなたみづ】 
【行水ぎやうずい】 
【シャワー】 
【夜濯よすすぎ】 
【麦刈むぎかり】　麦車　麦扱むぎこき　麦打むぎうち　麦埃　麦焼　麦稈むぎわら　
麦藁むぎわら	

【牛馬冷すぎうばひやす】　牛冷す　馬冷す　牛洗ふ　馬洗ふ	

【溝浚へみぞさらへ】　堰せき浚さらへ　どぶさらひ	

【代掻くしろかく】　代掻しろかき　田掻く　田掻馬　田掻牛　代馬　代牛　田水張る	

【田植たうゑ】　田植笠たうゑがさ　田植歌　田植時　早乙女さをとめ	




【焼酎　せうちう】　麦焼酎　甘藷いも焼酎　蕎麦そば焼酎　泡盛	

静かなる闇焼酎にありにけり　　岡井省二	

黍焼酎売れずば飲んで減らしけり　　依田明倫	

泡盛や汚れて老ゆる人の中　　石塚友二	

泡盛に足裏まろく酔ひにけり　　邊見京子	

 
【冷酒　ひやざけ】　冷酒れいしゆ　冷し酒	

冷酒やはしりの下の石だたみ　　其角	

冷酒や蟹はなけれど烏賊(いか)裂かん　　角川源義	

青笹の一片沈む冷し酒　　綾部仁喜	

山国やひとりに余る冷し酒　　舘岡沙緻	

 
【甘酒　あまざけ】　一夜酒ひとよざけ	

柔らかく炊いた飯または粥(かゆ)に米?(こめこうじ)を加え、発酵させて造る飲料。温め
て飲む。発酵に六～七時間かけることから一夜酒ともいうが、アルコール分はほとんど
ない。かつては暑気払いによく飲まれた。江戸時代には真鍮(しんちゆう)の釜(かま)を
据えた箱を担いだ甘酒売が売り歩いた。	

	

あまざけや舌やかれける君が顔　　嘯山	

御仏に昼供へけりひと夜酒　　蕪村	

甘酒屋打出の浜におろしけり　　松瀬青々	

[角川 合本俳句歳時記 第四版] 
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太陽の役割	


連星系ではない　　安定な惑星軌道	

エネルギーの安定供給源	

太陽風による対宇宙線防御	

	

太陽暦：地球が太陽の周りをまわる周期（太陽年）のみ
による暦	

世界各国の暦法：グレゴリオ暦	

二十四節気：1太陽年を日数あるいは	

　　　　黄道上の太陽の視位置によって24等分する。	

七十二候：季節を表現	




地球と月	


http://gigazine.jp/img/2007/01/09/earth/06.jpg 
木星探査機ガリレオから	




月の役割	


質量：地球の1.2％　　不釣り合いな衛星	

半径：冥王星よりも大きい。	


	


地軸の傾きを安定に保つ（カオス化を防ぐ）。	


潮汐が干潟を生む。	


潮汐が海水の鉛直循環を生む。	


干満の差	




東京港野鳥公園の前浜干潟 
グリーンボランティア	


盤洲干潟をまもる会	
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地球	


固体：生存圏	


地磁気：オゾンの防御	


重力：大気を保存	


金星と火星の間：水の存在	


　　表面から凍る　　水中の生物	


大気組成：CO２を大量に溶かし込む。	
 

地軸の傾斜：２３．４度　回帰線　　　季節変化	


（例えば、天王星は、９７．9度、公転周期84年）	




浅い地震	




９４００万年前	


現在	






岩波書店の「地球と宇宙の小辞典」	

地球と太陽の位置関係によって地球上の気温が変化する。	

	

２万年周期の方は近日点が地球の軌道を一周する周期である。
近日点、つまり楕円軌道をまわっている地球が太陽に一番近づ
く点にいるときに北半球の夏が重なると高温の夏になり、氷が
融ける。	

陸地の氷がひとたび融けると黒い大地が現れてどんどん温暖
化が進む。逆に遠日点が北半球の夏に重なると氷の反射で熱
が貯まらなくなって寒冷化する。	

	

１０万年周期の方は、地球の楕円軌道の離心率が変化する周
期に合っている。	

楕円が細長くなると北半球の夏に太陽との距離が近くなって温
暖化し、円に近くなるほど太陽との距離が遠くなって寒冷化する。	


 



米地質調査所（USGS） 
地球の水が全部入る球と地球の大きさを比べた。 
ユタ州ソルトレークシティからカンザス州トピーカに至る直径860マイル（約
1385km）、体積約3億3250万立方マイル（13億8600万立方km）の球 
中に海、氷河、湖沼、河川、地下水、大気中の水分、あなたの体内の水分
、あなたの犬の体内の水分、あなたのトマトの水分まで全部含まれている。 	




さらに淡水の割合は　2.8% 
　　　　そしてさらに、その７０％が氷	
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浅い大地震（M7.8以上、1901-2009年） 



ヘルシンキ	




ストックホルム	




シドニー	


The　Rocks 

オペラハウス	




Copyright 2006, Kazuo Oike 

１９９０年フィリピン地震　	




Copyright 2006, Kazuo Oike 

Dunhuang in west China along the big active fault system 





日本近海生物種の宝庫　京大など調査　３万３６００種生息 
8月3日12時59分配信 京都新聞 
	

日本近海で確認された主な海洋生物種 	


日本近海は、世界の海洋生物種数の１４・６％が生息する生物多様性が極め
て高い「ホットスポット」であることが、海洋研究開発機構（ＪＡＭＳＴＥＣ）や京
都大、東京大などの研究で分かり、３日までに米オンライン科学誌「プロス・
ワン」に発表した。	


 
研究の進捗状況などから推察した未知の種数は１２万１９１３種で、日本近海
でもまだ約２割しか認識されていないと考えられる。	


科学誌には日本近海を含む２５海域の結果が発表された。海域面積の違い
から厳密に比較はできないが、日本とオーストラリアの近海（３万２８８９種＝
バクテリアなどを除く）が抜きん出て多く、種の多様性に富んでいた。	


京都大フィールド科学教育研究センター瀬戸臨海実験所長の白山義久教授
は「日本は南北にさまざまな気候帯を有し、沿岸から深海まで多様な生態系
がある」と指摘し、「多様性を保全して持続利用する社会をつくる責務がある
。保護区設定はもちろん、陸からの過剰な塩類供給や温暖化を抑え、破壊的
遠洋漁業の転換も必要だ」と話している。 	




•  序 
•  季語の生まれた国 
•  太陽と月の役割 
•  地球の今 
•  変動帯と安定大地 
•  日本海の拡大 
•  東日本の巨大地震 
•  日本列島を見る 
•  西南日本の地震活動 
•  地球社会の調和ある共存 



鎌田浩毅『地学のツボ』より	



